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【第２学年】 

１ 府教育委員会は、令和５年度の府内公立中学２年生の２学期末までの評定の状況をも

とに、チャレンジテスト実施５教科の府全体の評定平均を3.43と定める。 

２ 各中学校は、令和５年度中学生チャレンジテスト（２年生）結果の平均得点を活用し、

在籍する生徒全体の学力状況に応じて「評定平均の目安」を算出し、その目安の±0.3ポ

イントの「評定平均の範囲」内で、令和６年３月31日現在、２年生に在籍する生徒全員

について調査書の評定を確定する。 

【第１学年】 

１ 府教育委員会は、令和４年度の府内公立中学１年生の２学期末までの評定の状況をも

とに、チャレンジテスト実施３教科の府全体の評定平均を3.46と定める。 

２ 各中学校は、令和４年度中学生チャレンジテスト（１年生）結果の平均得点を活用し、

在籍する生徒全体の学力状況に応じて「評定平均の目安」を算出し、その目安の±0.3ポ

イントの「評定平均の範囲」内で、令和５年３月31日現在、１年生に在籍する生徒全員

について調査書の評定を確定する。 

(ｳ) 府内の国立及び私立中学校においては、府内統一ルールを踏まえ、必要に応じて府教育委

員会と協議を行い、評定を定める。 

(ｴ) 過年度卒業者については、原則として、生徒指導要録に記載された評定に基づいて上位か

ら５、４、３、２、１の５段階の表示で入力する。 

(ｵ) 他府県の中学校においては、原則として当該都道府県立高等学校入学者選抜実施要項等に

基づいて作成した評定を入力する。当該評定が10段階の表示の場合、上位から10、９、８、

…として入力し、「評定の段階」欄に「10」と入力する。５段階の表示の場合、上位から５、

４、３、…として入力し、「評定の段階」欄に「５」と入力する。合計欄には当該学年の評

定の合計を入力する。 

  なお、当該都道府県立高等学校入学者選抜実施要項等に定めがない場合は、生徒指導要録

に記載された評定に基づいて入力すること。 

ウ 「活動/行動の記録」欄 

生徒の個性を多面的にとらえ、生徒の優れた点や長所を積極的に評価する観点から、次の内

容を踏まえ、記載内容ごとに項目を設定し箇条書きで入力する。 

(ｱ) 各教科、道徳、総合的な学習の時間、特別活動、その他部活動等、校内での日常生活を含

む中学校での教育活動全般における活動及び行動の記録を記載する。ただし、道徳を「特別

の教科」として位置付けて実施した学年の道徳における教育活動の記録は記載しない。 

(ｲ) 客観的で具体的な事実を、できるだけ詳細に示して記載する。 

(ｳ) 生徒の人物像を示すため、記載者の評価を含む内容を記載する場合も、なぜそう判断する

かの根拠（事実）と併せて記載する。 

(ｴ) 他府県の中学校から転入学した者については、生徒指導要録の内容等も参考に記載する。 

 ３  調査書（様式152＜自立支援・自立支援補充選抜用＞）の作成 

(1) 全般的留意事項 

ア 中学校長は、別に通知する調査書ファイル（様式152〔様式集８～９ページ〕）に、中学校で

の教育活動全般において生徒の個性を多面的にとらえ、生徒の優れた点や長所を積極的に評価

し、生徒の人物像を示すと思われる事項を具体的に入力し、オンライン出願システムに登録す

る。 

イ 自立支援選抜については、令和６年12月31日現在をもって作成する。ただし、令和７年１月

１日（水）から２月17日（月）までに転入学した者は、転入学した日をもって作成する。 

ウ 自立支援補充選抜については、令和７年２月15日現在をもって作成する。ただし、令和７年

２月16日（日）から３月25日（火）までに転入学した者は、転入学した日をもって作成する。 
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ⅩⅡ 受験上の配慮について 

障がいのある生徒や日本語指導が必要な帰国生徒等に対する入学者選抜における受験上の配慮に

ついては、別に定める。 

 

ⅩⅢ 英語資格（外部検定）の活用 

学力検査「英語」において、外部機関が認証した英語力判定テスト（TOEFL iBT、IELTS及び実用英

語技能検定（英検）を対象とする。）のスコア等（以下「スコア等」という。）を活用する。活用に

当たり、府教育委員会はスコア等に応じた読み替え率を定め、この読み替え率により換算した点数と

英語の学力検査の点数を比較し、高い方の点数を当該受験者の英語の学力検査の成績とする。 

英語資格（外部検定）を活用する志願者は、スコア等を証明する証明書の原本を、中学校に提出す

る。中学校長は内容が適正であることを確認し、証明書の画像等データをオンライン出願システムに

登録して志願先高等学校長に提出する。 

英語資格（外部検定）の活用については、「基礎的問題」「標準的問題」「発展的問題」のすべて

の検査問題を対象とする。 
 

＜読み替え率＞ 

 

ⅩⅣ 追検査 

追検査を受験することのできる者は、特別選抜、能勢分校選抜、帰国生選抜、日本語指導が必要な

生徒選抜又は一般選抜に出願した志願者のうち、学力検査等の当日に、自然災害、試験場に向かう途

中の事故・事件、痴漢被害、身体・健康上の理由（新型コロナウイルス、インフルエンザ等の感染症、

疾病等、月経随伴症状等の体調不良等）等によりやむを得ず当日すべての検査を受験しなかった者と

する。ただし、特別選抜、能勢分校選抜、帰国生選抜又は日本語指導が必要な生徒選抜に出願した志

願者のうち一般選抜に出願した者は、特別選抜、能勢分校選抜、帰国生選抜又は日本語指導が必要な

生徒選抜に係る追検査を受験することはできない。 

なお、志願先高等学校及び志望学科等は、特別選抜、能勢分校選抜、帰国生選抜、日本語指導が必

要な生徒選抜又は一般選抜の出願時のものから変更することはできない。 

１ 検査の種類等 

(1) 追学力検査、追小論文及び追面接の３種類の検査方法を設ける。 

(2) 全日制の課程、多部制単位制Ⅰ部及びⅡ部（クリエイティブスクール）並びに昼夜間単位制に

志願した者、平成16年４月２日以降に生まれた者で定時制の課程に志願した者及び平成16年４月

１日までに生まれた者で定時制の課程に志願した際に「学力検査と面接による選抜」を申告した

者の検査方法は追学力検査とする。 

平成16年４月１日までに生まれた者で定時制の課程に志願した際に「小論文と面接による選抜」

を申告した者の検査方法は追小論文とする。 

通信制の課程に志願した者の検査方法は追面接とする。 

２ 追学力検査による判定 

(1) 申  出 

ア 申出期日及び申出時間は、３月13日（木）の午後１時から午後５時までとする。 

イ 志願者は、別に定める追検査申出書を志願先高等学校長に提出する。ただし、申出場所等は

(2)のとおりとする。（郵送は認めない。） 

TOEFL iBT IELTS 実用英語技能検定 読み替え率 

60 点～120 点 6.0～9.0 準１級・１級 100％ 

50 点～59 点 5.5 （対応無し） 90％ 

40 点～49 点 5.0 ２級 80％ 
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